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目黒区議会議員

区政報告モノ言う
看護師!
区民の命と

暮らしを守
る

2024.9.1（日） Vol.3定期刊行

●中学2年生で看護師になることを決意し、
　聖マリア学院短期大学を卒業、その後は福岡県内の病院勤務
●2017年上京、救命救急現場ののち、
　東京都コロナ対策事業勤務

●看護師教育責任者、 医療コンサルタント、
　看護専門学校非常勤講師など
●目黒区議会議員に初当選（2023）／
　看護師経験を生かし区民の命と暮らしを守る

上田みのり
Mobile ▶ 050‐3551‐2151（上田）  minori.ueda1203@gmail.com

発行元／お問い合わせ先

ごあいさつ
　皆様方には日頃より多大なるご支援・ご協力を頂いておりますことに心より感
謝申し上げます。
　議員となり、あっという間に1年が経過しました。
令和6年度は生活福祉委員会の副委員長を拝命いたしました。
目黒区の皆様の暮らしがよりみのりあるものになるよう、看護師という専門職の
視点でしか見えない課題、解決策を打ち出していくことが私の議員としての使命
です。

目黒区議会議員

生活福祉委員会ってなあに？
　区議会で取り扱う事項は、数が多く内容も幅広い分野にわたっています。ですので、
これらをいくつかの部分に分けて、専門的、能率的に審査・調査するために委員会を設
けています。
　委員会には、常時置かれている常任委員会と議会運営委員会、必要に応じて設置さ
れる特別委員会があります。議員は、少なくとも一つの常任委員会に所属することに
なっています。
　本年度、副委員長を拝命した生活福祉委員会は、区民生活部、健康福祉部、福祉事
務所（子ども家庭支援センター及び保育課を除く）及び保健所に関する事項を取り扱っ
ています。（右図）
　私の最も得意分野が医療・介護領域です。臨床経験だけでなく、医療保険制度、介
護保険制度は結構複雑なので、このスキームを理解した上で、委員会に臨めるのは大
きな強みだと実感しています。
　20年の臨床看護師、そして医療コンサルタントの知識・経験をフルに活かし、隙間
を埋める役割をしっかりと果たしてまいります。
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認知症ついて

モノ言う看護師議員 上田みのりの保健室

　私が第3回定例会（令和5年9月）で一般質問した「認知症検診（もの忘れ検診）」が、本年6月より目黒
区でも開始！！
　先日、社会福祉審議会に参加し、医師会の先生や区民の方の声を聴くことができました。認知症検診
の認知度を上げるための普及啓発が必要であること、また、そもそも、認知症自体の知識がとぼしい
ことを実感しました。
　なので、さっそく、認知症について
まず、認知症の4大疾患は４つ

などが、あります。これらの病気が必ず認知症症
状をきたすわけではありませんが、逆に言うと、認
知症だ！と思っていたけど、実は違う病気が原因
だった、その病気を治療したら認知症が治るという
こともあるわけです。
　えっ？認知症って、そんなにいろいろあるの？と、
初めて知った方もいらっしゃるのではないでしょう
か？
　例えば、血管性認知症１つをとっても、その原因
となる病気は脳梗塞があります。脳梗塞の原因は、
生活習慣病による動脈硬化や心臓の不整脈などが
あります。
　特定検診では、採血、心電図検査、身長・体重・
腹囲、血圧測定、ですので、これらの健診の組み
合わせによって、実は認知症を含む、あらゆる病気
の早期発見・治療、予防につながっているんです。
目黒区では、特定検診の時期に合わせて案内して
います。

生活福祉委員会 副委員長 拝命

目黒区 もの忘れ検診

じつは、これらは「認知症」ではないんです。認知症の症状をきたす別の病気

目黒区 特定健康診査

区民生活部
●産業経済部
●文化・スポーツ部

健康福祉部
●福祉事務所
●保健所
●健康推進部　

生活福祉員会

予算特別委員会
（令和6年3月）

発言内容：健康福祉費の質疑

区議会議会
中継アーカイブ

慢性硬膜下血腫

血管性認知症 アルツハイマー病 レビー小体型
認知症

正常圧水頭症 脳腫瘍

高齢期のうつ病 甲状腺機能低下症 ビタミンB欠乏症

前側頭葉型
認知症

〈参考資料元：認知症学会〉
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　第1回定例会（令和6年2月）では、防災関連の質疑が多くありました。
震災１００年、そして１月１日の石川県能登半島地震によって、危機感
を感じたということでしょう。
　実は、私は九州から東京の病院に出てきた際に、「この街（東京都）
は災害に弱いだろうな」という危機感を覚えました。
　首都東京は、世界に誇るインフラ整備がなされた都市です。
東京都の人口は、1396万人と言われていますが、昼間の人口は、東
京都近郊から通勤している方が多いのが特徴的です。
　私が以前住んでいた九州では、医療機関の近くに住む医療従事者
が多いのとは対照的です。
　ここで考えるべきは、区内完結型の医療提供体制の確保です。
　例えば、地域避難所に看護師を配置することも一つの策であると
考えます。
　現在、目黒区では、災害時は、各地域避難所に区近郊4km以内に
在住している区職員を、各5名ずつ配置しています。それに加え福祉
部局の職員1名を配置し、要配慮者の安否確認、福祉避難所の対象
者振り分け、民生委員に安否確認の協力依頼をする体制をとってい
ます。また、施設（建物）の応急危険度判定をする建設・建築関係の
ボランティアさんも存在します。
　このスキームを活用すれば、医療的配慮ができる看護師を、特別
要員として募ることも可能だと考えます。
　地域避難所への看護師配置の最大メリットは、避難所で起こりうる
災害関連死の予防と早期発見です。当然、看護師は、診断・医療行
為を行うことはできませんが、避難所での健康管理や、精神的なケア、
災害関連死の早期発見、一歩踏み込んだところでいうと、地域避難
所からデジタルデバイスを活用し、オンライン診療とつなぐことに
よって、医師の指示のもと行える処置の拡大や、医療機関へ受診す
るかいなかのトリアージ（治療優先度の判定）が可能となります。何
よりも、避難所生活における区民の「不安の軽減」になるのではない
でしょうか。
　災害時は、区民の方もペットも、そして、消防、医療従事者、避難
所運営を行う方々、区の職員すべてが被災者です。目の前で誰かが
苦しんでいても助けられない、その苦しみを経験させたくない、私は
そのための施策は重要であると考えます！

看護師として外傷セミナーでプロバイダー習得

災害時医療の人員確保

一般質問
ユースヘルスケアについて

こんな活動もしています

東京防災ブック

目黒区防災ページ

消防団員として、応急救護指導員講習修了

新年のつどい区民交流 区議会超党派で能登半島地震募金活動

防災協定都市
「大分県 臼杵市」へ
議会行政視察

目黒川掘り下げ工事の視察 消防団として活動

ここがたりない！

災害時の医療連携について質問 小型の軽救急車の見学

　第3回定例会（令和6年9月）では、「性感染症の予防と検査の普及啓発について」一
般質問をしました。今回は、不妊にならない体づくり第2弾として「ユースヘルスケア」、
若いうちからの健康な体づくりについてです。とにかく、婦人科受診のハードルはま
だまだ高い。
　実は、朝起きられないとか倦怠感が続く、その結果、学校に行きたくない、意欲が
ない、その裏に、貧血やホルモンバランスの異常が隠れていることもあります。また、
女性特有のホルモンバランスは、男性には経験しようにもできませんし、その逆もし
かり。だからこそ、学べる機会を増やすことで、互いの体の変化を理解しあえる社会
風土がうまれるといえます。いつか「子どもを授かりたい」とう希望だけでなく、単純に、
若者の健康づくりは、一人ひとりの未来の選択肢を増やすことができます。
　少子化対策として、不妊治療の保険適用・東京都で
は先進医療の助成、AMH検査、卵子凍結の助成などあ
りますが、そもそも、母体が元気でなければ受精卵の
着床、胎児が育っていくことができないわけです。妊娠
前の体づくり（プレコンセプションケア）が大切で、その入
り口である「ユースヘルスケア」は何よりも重要です！！
　東京都では、令和４年度より、「ユースヘルスケア推
進事業」が予算化されています。本区でも是が非でも
取り組みを進め、目黒区の若者の心と体、未来を守る
施策をすすめます！！

区議会議会 一般質問
中継アーカイブ ▲ ▲ ▲


